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本本技技術術のの特特徴徴・・従従来来技技術術ととのの比比較較

用用途途・・応応用用分分野野
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技技術術のの概概要要

ママイイククロロ波波をを用用いいたたソソフフトトママタターー制制御御技技術術のの開開発発

クラスター分子の安定性は、極性や長さの異なる親水基、疎水基が分子間・分子内の相互
作用に影響するため、外場として力学的な応用性では不十分であり、高次構造の安定性を
解明するため、電場が1秒間に24億回入れ替わるマイクロ波に注目する。

・マイクロ波による高分子、液晶、生体分子（蛋白質、DNAなど）などの高次構造制御など
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・極性分子を強制的に回転させることで、機能性を変更する

・水和分子を回転させ親和性を制御し、溶質同士の相互作用を変更する
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マイクロ波の極性分子の回転で崩壊し
た分子間・分子内相互作用の回復過程
が、照射炉に取り付けた光学装置で測定
できる装置(図１）を開発。

この装置を用いて、照射するマイクロ波
をコントロールすることで高次構造を変化
させる取り組み(制御）を進めている。
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